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本当の「快」と「不快」                                 

校長  井 上  淳 

 

 人は、それぞれが生まれ育った環境の中で様々なことを学び成長していきます。その成

長過程で「善・悪」の判断ができるようになります。これができなければ、人は本能の赴

くままに行動し、人間社会は成立しなくなるでしょう。つまり、教育を受けることによっ

て、獲得される知性や社会性、感性といったものが欠かせないということです。 

現代に日本では、皆が教育を受けられる状況にあることから「善・悪」の判断に関し

て、正しくできることが当然と思われています。しかし、実際の社会生活ではどうでしょ

う。凶悪な犯罪はなくならず、マナー・モラル・ルール等を無視し、様々な場面で他者に

迷惑をかけても平気な顔をしている人が少なくありません。 

おそらくそのような人は、物事の「善・悪」を理解していても、それによって行動する

のではなく、自分の「快・不快」の感覚によって行動を決定することが多いのではないで

しょうか。つまり、「善いこと・正しいことだと認識していても、不快だからやらない・

守らない」「悪いことだと認識していても、快いことだからやってしまう」というような

ことです。「規則や約束を守らない」「いじめ」等は、すべてこれらに当たるでしょう。 

・どんなにやりたいこと（快）であっても、やってはいけ                                       

ないこと（悪）であれば、絶対にやらない 

・どんなにやりたくないこと（不快）であっても、自分の   

責任でやらなければならないこと（善）であれば、しっか

りとやり通す 

これを繰り返すことによって、「善いこと（正しいこ

と）をすると快い」「悪いことをすると不快である」という感覚が子供たちに備わってく

ると考えています。 

先週の運動会では、大勢の皆様のご声援等、ありがとうございました。子供たちは、と

ても立派でした。今週から通常の時間割に戻りました。皆が穏やかに過ごせるよう、今後

も見守ってまいります。 

「教育目標」 

 ◇  考える子  

  ◇  仲よくする子 

  ◇ じょうぶな子  


